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＜連絡事項＞
・インフルエンザワクチン接種について
①予定者の変更連絡について

接種予定日に、本人の体調不良や病棟の業務状況によって、「接種しない」または「予定日を変更する」場合は、必ず佐藤志穂さんまで連絡してください。

②接種後の「受信オーダ」処理について

接種した後は、電子カルテの「受信オーダ」の処理を忘れずに行ってください。

※受信オーダにインフルエンザワクチンが表示されない場合には、「条件設定」の「注射（ワクチン）」にチェックし、表示されるように設定変更してください。

③接種後の予診票について

接種後の予診票は、速やかに佐藤志穂さんまで提出してください
＜入室状況＞
・退院：越後　留藏様、吹越　冨三様、小向　清志様
　
・入院：向井　敦子様
・転出：山田　睦子様
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　知子様～臨時薬オランザピン中止し他同内容にて7日分処方となる。
・高橋　憲一様～シンラック1本処方。
・澁谷　兼一様～ふらつき顕著な時のみ体幹ベルト使用の許可あり。
・金田　昭治様～自排尿少なく腹部膨満あり。腹部圧迫するも抵抗あり。田名部Dr報告し同賞の指示あり施行。580ml尿流出あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者トラブル無く経過。幻聴や妄想に左右された発言なくスタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。お茶と何度も訴えるが対応にて落ち着く事出来ている。問題
行動、ドア蹴りは無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善
できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・澁谷　兼一様～自室にて臥床して過ごされている。徘徊や他室侵入等迷惑行為なく経過。
・越後　留藏様～体温37.3℃～37.0℃、脈拍102回/分、血圧66/52ｍｍｈｇ、酸素飽和濃度90～89％で経過。呼吸の浅さあり。睫毛反射なし。全身浮腫持続。痛
み刺激藩反応なし。7:58当直医田名部Dr確認のもと死亡退院。

























・吹越　冨三様～9：00浅表性呼吸見られる。9：35酸素飽和濃度低下し酸素吸入、モニ



ター開始。徐々に流量上げ10Lまで上昇している。9：45体温38.1℃、
脈拍81回/分、血圧129/119mmHg、酸素飽和濃度80～96％にて推移。酸
素開始時より努力呼吸へと変化。以降も状態改善見られず。10：35モ

















ニター上心停止あり、心臓マッサージ、アンビューによる人工呼吸開

始。10：49船場Drより死亡確認し死亡退院となっている。

























・西山　アイ様～自室にて過ごされている。帰宅要求あるが、不穏さなく経過。
・尾崎　栄子様～体温37.9～38.0で経過、クーリングにて対応。他バイタルサイン異常なし。体動活発にあり都度介入要している。
・金田　昭治様～体温37.0～37.2℃、脈拍91～98回、血圧192～168/89～80mmHg、酸素飽
和度84～94％。体動活発さあり、介入要す。点滴ライン弄りあり差し替
え施行。スタフコール頻回にあり、都度、対応。主治医指示にて、身体
状態悪化の為本日、昼食より絶食の指示あり。内服は服薬出来そうなら
服用との事。

＜安ケ平Dr診察情報＞
・助川　節子様～両下肢の浮腫、発赤は軽減しているが歩行時の疼痛継続している。アズノール軟膏処方となり下肢の処置は継続していく。本人希望によりエンシュアリキッド7日分処方となる。
・中居　松男様～精神症状安定しており、定期処方変更せず経過観察していく。本人希望によりエンシュアリキッド7日分処方となる。
・神田　直樹様～診察時減薬希望聞かれるが、纏まりを得ない内容の発言、誇大妄想、ニヤツキ継続している事から減薬せず入院定期薬継続し経過観察とする。
・藤井　崇史様～精神症状安定している為措置解除に向け両親と相談していく。入院定期薬継続し経過観察とする。
・河原木　泰志様～落ち着いて過ごしているため入院定期薬継続し経過観察していく。
・和田　昌様～動作緩慢さ見られているが精神症状は安定している。便秘認められる為ピコスルファートナトリウム内用液処方となる。
＜入院患者情報＞
氏　　名：向井　敦子様

生年月日：昭和33年7月5日　61歳

病　　名：治療抵抗性統合失調症

性　　別：女性

病　　棟：東病棟Dユニット

入院形態：医療保護入院

担 当 医：深澤Dr.

＜経過＞

　当院へは12回の入院歴あり。退院後は特に精神症状には大きな変化なかったが、昨夜命令性の幻聴や対話性の幻聴などが悪化し、更に解体した言動や落ち着かない言動が顕著となり、病的体験に大きく影響を受け、家族の対応が困難な状態に陥った。その為兄に付き添われ当院を受診し、そのまま当院に12:29医療保護入院となる。
業者洗濯
